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平成 31 年度記念講演（講演内容より抜粋） 

 50 年に亘り制作してきた思い 

 

大野 良一（昭和 43 年工芸科卒）  

 

私は大動脈乖離という病気を 1 年半くらい前にして奇跡的に治ったわけですけれども、今

日また心臓がおかしくなりそうで、どきどきしながら上がってきました。どうぞ宜しくお

願い致します。  

 

これが寺田寅彦、今オーテピアに建った像の原型です。この寺田寅彦像の製作依頼のお話

が来たとき、とても嬉しかったんですね。よし、これは本当に自分の代表作だという作品

にしてやろうと燃えたんですけれども、反面非常に不安だったんですね。不安と言うのは

何かと言いますと、銅像になって建つと、下手なもん造るとそれ、彫刻公害と言う公害に

なるんですね。下手に造ったら作家の私は笑われるだろうし、責められるだろう。そして、

私に注文した人もなんであんなもんに造らせた、あんなもん置くなと言われる。で、造ら

れた本人もおかしなもんが建ったねえと言われる。で、それを毎日見なきゃいかん人は迷

惑ですよね。それで、更に石とブロンズで出来ているから取り除けんとなると公害以外の

何物でもない。そういうことになったら大変なことになると。責任をものすごく感じたん

です。しかし、やりたいから喜んで、一生懸命やらせてもらいました。そして、やる以上

はただ似てるとか、うまいことやったねえという褒め方では嫌だと、そんな立体看板みた

いなものは造りたくないから、彫刻を造ろうと思ったんですよ。その為には寅彦の沢山の

本を読ませてもらいました。寺田寅彦知りませんでしたのでね。そしたら、内容がとって

も深いと言うか、もの凄く勉強させられたんです。寅彦さんにね。で、その成果としてね、

私は次のような作品を造ったんです。  

これ、寺田寅彦が手に持っているのは、椿の花です。椿

をぽんと落としたら、たいてい上向いて落ちると。椿と

いうのは下向いて咲いているけれども落ちたら上向く。

これ、不思議でありませんかというお話があるんですね。

本にそういう風に書いてある。そして、寺田寅彦の師匠

である夏目漱石の俳句に『落ちざまに  虻を伏せたる  椿

かな』と言う俳句があると。そういうことはあられんは

ずだと。先生、間違っているということで、寅彦はぎっ

ちり椿を落として実験したらしいんですね。だから、大

変その高さによって確率が違うという表を作っている

んですよ。たかが椿がぽとんと落ちて上向くか下向くか

だけですよね。けれども、それを実験する、克明に見る

というのはやっぱり科学者の目ですよね。地震とか宇宙

の話をしている一方で椿を落としている、同じ人ですよ。

それに感銘を受けまして、ポーズも椿を落としている像

にしようと考えたんです。そして椿を沢山集めてカッタ

ーナイフで切って解剖して研究した。それをやっている

間に面白くなってですね、これを巨大な椿にしたらどう

なるんだろうと。だから、これ 1 個がだいたい五右衛門

風呂くらいの大きさに造ったんですよ。そしたら、その
寺田寅彦像（2017 年） 



 

私がずっと中央展に出品していて、平入選ばかり続けていた新制作展で新作家賞という賞

を頂いた。この賞はその回に年に 3 点くらいしかないんですね。多くて 5 点くらい。だか

ら、まさかそんなものをもらえるとは思ってなかったけれども、賞を頂いて。さらにその

上に、その会を代表してベストセレクションという東京都立美術館でもう一回展覧会をす

るということで、全国展の選抜展に出品させてもらいました。  

 

これが、藤の実という作品です。これも寺

田寅彦の本を読んでいたらこんな文章が

あったんですね。書斎にいたらガラスをパ

ンと打つ音がした。いたずらの坊主が石投

げたんだろうと思って戸を開けるとそこ

に何もいなかった。ただ、藤棚があった。

その実がはじけて当たったんだろうとい

うところから、彼は初速がどのくらい、い

つ頃はじけるか研究するんですね。私は藤

の花はよく見るけれども、藤の実って知ら

ないなあと思ってですね、暫時走ってどこ

に藤の木があるかを探しました。お城の下

の藤並の公園にありますよね。で、そこへ

車で行って採ろうとしたら、確かになって

いるんですね、たくさん。あーなるほどね

と。で採ろうとしたけれども、手が届かない。30 センチくらい高いんですよ。だから、ど

うしても欲しかったんでね、将棋をうっているおじさんにね「おんちゃん、あの藤が欲し

いき、その椅子貸して」とね、奪っていったんです。おっちゃんあっぽろけと腰浮かした

んですけれども。それとってきて、無事ちぎって、よーく観察すると、とても美しい。見

ようによっては女性の胸とか尻とかのプロポーションによく似てるし、今までね、藤の実

を彫刻にする、ましてぶら下がったように造るなんて人がいなかったようで、これも賞を

いただいたんです。  

 

話はまた元に戻りますけれども、寺田寅彦を造るにつけて、

やっぱり顔が似てないといけないと思いまして、いくつか顔

を試作したんですね。4 つ程造ったんですが、1 つ目は切手に

あるようなやさしい顔、2 つ目はあんまり優しいとと思って

いかつい顔を造って、どうもいかんと思って、3 つ目だから寅

彦Ⅲなんですけれども、ちょっと気に入りましてね、ブロン

ズ鋳造したんです。そして東京の銀座のギャラリーせいほう

というところに展示したら、ある有名な美術評論家、赤津侃

（あかづただし）という方なんですけれども、通りがかりに

寄って、じーっと作品を見てですね、そしてネームプレート

をみて「お！寺田寅彦か。よく似てるなあ」と大きな声でつ

ぶやいてくれたんです。そして隣におるおばさんも「そうで

ございますね」なんて言うから、いい気なもんですよね。そしたら、ギャラリーの主も「よ

かったなあ。あの人、赤津さんって有名な美術評論家だよ。よく似てるってね。君、自信

持てるね」言ってくれて。よし、あの顔で寅彦造っちゃおと思ったんです。しかし、時間

が経つとなんだかそこらへんにおりそうな顔じゃないですか。なんぼそう言って貰っても、

自分が気に入らにゃいかんなと思ってですね、それでみんな出会う人に「どうですか。寅

彦さんってどんな顔しちょった」って聞くけんど、誰もこんな顔って言ってくれん。とこ

ろがね、テレビ高知に勤めていた、ある先輩の友達が「私待ち受け画面にしているの。こ

れ好き。」って言って見せてくれたんですよ。 

藤の実（2015 年） 

寺田寅彦(Ⅲ) （2016 年） 



 

それはね、北海道の中谷  宇吉郎（なかたに  うきちろう）とい

う寅彦さんの教え子のその人と一緒に並んで写っている、死

ぬ 3 年前の写真でした。この写真は帽子をかぶって非常に深

い顔をしている、人生を全部背負ったみたいな顔をしている、

私はこれ好きだったんです。ところがその「僕はこれ好きだ

からね」と言って見せてくれた写真もそれだったんです。だ

から、あんなに褒めてもらったからあれにせんといかん思っ

ていたのを思い切って変えました。そしてこの頭像は気に入

ったからブロンズにして寅彦記念館に寄贈しました。  

そうして、全身像がブロンズになって帰ってきて私のアトリ

エへ着いた。ほっとしたんでしょうね。そのあくる日に大動

脈乖離と言うのをやって、ヘリコプターで運ばれて奇跡的に

回復しました。  

 

 

これ、オーテピアに今実際ある

寺田寅彦像なんですけれども。

これ、こんなことを言ってくれ

た人がいるんですよ。ある美術

の季刊誌の記者が、『ここは新し

いオーテピアという建物です。

その北東の門に東京の青山に見

まがうようなものが出現した。

こんな人ごみの中にこんな素敵

な像を計画したのは誰。褒めち

ゃる。』と書いてある。それで、

『この像があるばかりにあの辺

りの景観に品格が出た』と書い

てある。こんな褒め言葉を頂い

て。私は、下品になったらどうしようかと悩みよったのを、その記者がそう書いてくれて

いるので、これは彫刻家冥利に尽きると。今日講演会で言おうと思っていたのはこれだけ

です。もう一つ。実はですね、私余技として俳句をして遊んでいるんですよ。『雨上がり 草

刈鎌を ずいと研ぐ』 雨が降ると植物が水を吸うので切り倒しやすくなる。そこで鎌を

研ぐ晴耕雨読の生活をしゆうということで、こんなことを最後にちらっと披露して今日の

お話を終わらせていただきたいと思います。本日はどうもありがとうございました。  

 

 

 

寺田寅彦（Ⅳ）（2017 年） 


